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金沢大学学術』情報リポジトリＫＵＲＡの構築と課題

橋洋平

抄録：2006年６月，金沢大学附属図書館は，金沢大学学術'情報リポジトリＫＵＲＡを公開した。本稿では，

その公開までの過程及び現在の運用内容について述べた後，機関リポジトリの運用一般に関する問題点を整

理し，シンプルな形で運用する機関リポジトリの1つのモデルを提示する。

キーワード：金沢大学，機関リポジトリ，ＤSpace，KURA，紀要，学術雑誌論文

１．はじめに

1.1．本稿の目的

金沢大学附属図書館は，学内で生産された学術コ

ンテンツを電子的な媒体で収集・保存し，メタデー

タとともにインターネット上に無料公開する金沢大

学学術情報リポジトリＫＵＲＡ（以下ＫＵＲＡ)])の運

用を2006年６月に開始した。本稿では，制度面を

中心としたＫＵＲＡ公開までの過程と現在の運用内

容について述べた後，その内容を敷桁し，機関リポ

ジトリ（InstitutionalRepository，以下IR）一般を

実際に運用する際に問題となる事項について整理を

行う。以上を具体的に記述することで，シンプルな

形でＩＲを設置し，運用するための一つのモデルを

提示することが，本稿の目的である。

区分があいまいになっていることが多い。その是非

については，ここでは問わないが，あくまでもＩＲ

の核となるのは，各機関で生まれた学術コンテンツ

の全文を提供する機能であることを意識する必要が

ある。

2．ＫＵＲＡの概要

2.1．システム構成と運用

ＫＵＲＡのシステム環境は，LinuxサーバにIR構築

用オープン・ソフトウェアDSpaceVer､1.3.2と関連

ソフトをセットアップしたものである。ＤSpaceは，

ネットワーク環境が整っていれば，図書館員自身で

環境を整えることも可能であるが,金沢大学の場合，

システム運用の継続』性を考えて，初期セットアップ

は,「DSpaceVer､1.3.2日本語版スタートパッケージ」

として，ハードの導入と共に業者が行い，その後も

有償サポートを受けて運用を行っている３１。

１．２１Ｒの定義

ＫＵＲＡについて記述する前に，まず，ＩＲの定義

について整理する。ＩＲについては，リンチとクロウ

の定義が代表的なものだが2)，それを具体的な資料

レベルで記述すると，「紀要論文，学術雑誌論文，

報告書，学位論文，図書，実験データ，教材等，各

機関内で生産された学術コンテンツを電子媒体で収

録し，そのメタデータを外部データベースからの一

括取り込み要求（ハーベステイング）に対応可能な

形で提供するオンライン全文データベース」と定義

できる。

コンテンツについては，メタデータだけではなく，

全文を収録することが求められるが，実際にＩＲを

構築しようとする際には，①機関内の業績以外のコ

ンテンツを含めるか，②メタデータのみの登録を認

めるか，が問題となる。この２つを軸として整理す

ると，図１のようになる。

前者については，各機関の附属図書館等で所蔵す

る貴重書等を登録するデジタル・アーカイブと重な

り，後者については，研究業績データベース（以下

業績ＤＢ）と重なる。ＩＲはこの二者それぞれの部分

集合といえるが，ＩＲを構築していくに当たっては，

2.2．コンテンツの種類と件数

現在，ＫＵＲＡには，学内紀要，発表済学術論文，

ＣＯＥ報告書を中心に登録を行っている。データ件
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数は，2006年11月24日現在2,162件である（表１）。

初期登録時に一括処理を行った後は，ＤSpaceの機

能を使って，主として１件ずつ登録を行っている。

その登録の傾向は，人社系のコンテンッは紀要中

心，自然系のコンテンツは学術論文中心となってい

る。まだ，登録数は少ないが，この傾向は，人社系

と自然系の一般的な研究成果の発表の場の差異を顕

著に反映していると考えられる。

メタデータについては，JuNii4)及びダブリンコ

アに対応する形で著者，タイトル，書誌`情報，出版

年等の事項を含むメタデータを作成し,全文ファイル

と共に登録している5)。メタデータは，JuNii及び

OAIster6)からハーベストされている。

のプロセスを記述する（図２)。

3.1．設置検討体制の枠組み作り：CSI事業採択と

検討委員会の立ち上げ

国立情報学研究所（NII）は，平成１７年度，国内

の大学等との連携により，①次世代学術ネットワー

ク，②ＩＲの２事業を柱とした，最先端学術情報基

盤（CyberSciencelnfrastructure）構築事業（以

下，CSI事業）を開始し，金沢大学を含む18大学に，

IR構築推進事業を委託した。これを受け，金沢大学

の学則上の基幹会議である情報企画会議の下に情報

担当理事兼附属図書館長を座長とする「金沢大学機

関リポジトリの在り方に関する検討委員会」（以下

検討委員会。メンバーは，理事１名，教員７名，図

書館職員２名の合計10名）が設置された。この検

討委員会は平成17年度末までに３回開催され，ＩＲ

構築の方針について検討を行った。

その後，2005年11月１８日の教育研究評議会で，

大学としてIＲ構築に取り組むこと，そのためにア

ンケート調査を実施することについて情報担当理事

から説明を行った。

表１ＫＵＲＡに登録済のコンテンツの内訳

（2006年11月２４日現在）

３．２１Ｒの広報とコンテンツ収集準備：説明会とア

ンケート調査

教育研究評議会でのアナウンスを受け，2005年

12月から翌年２月にかけて，学内全部局の教授会等

で，ＩＲの意義とアンケート調査実施についての説明

を行った。説明は図書館職員が担当し，それぞれ約

１０分程度の短いものだったが，このことによって

ＩＲの意義と事業の概要を，ある程度，学内に浸透さ

せることができた。

また，この説明会とほぼ同時期の2005年１１月２０

日にCSI事業採択前から計画をしていた「金沢大学

自然科学系図書館開館記念シンポジウム：これから

の学術コミュニケーション：電子ジャーナル，オー

プンアクセス，機関リポジトリ」を実施し，ＩＲにつ

いての啓発活動を行った。

その後，ＩＲに登録可能なコンテンツを確保するた

めに，①学内刊行物のIR登録に関する調査（１２月)，

②学術雑誌等に発表した論文のＩＲ登録に関する調

査（１～２月），の２つの調査を実施した。これら

の調査の事務的な作業は，検討委員会とは別の図書

館職員のみによるワーキンググループが行った。

前者は，主として紀要等を雑誌単位でＩＲに登録

可能かどうかを調べるものである。この調査自体が，

IR構築についてのＰＲを兼ねていた面もあった。

後者は，論文単位での登録可能性と登録希望を調

査するものである。この調査を実施するために，ま

蝋その他：図書の一部，発表資料，教育資料

3．公開までのプロセス

ＫＵＲＡ公開までのプロセスは，制度面での準備と

システム面での準備に大別できるが，ここでは，制

度面についてのみ紹介する。金沢大学では，ＫＵＲＡ

の公開に向けて，①学内合意形成，②コンテンツ収

集，③規程と事務分掌の確定の３項目に関する準備

作業を行った。この３つについては，一連の作業と

して行ったので，以下，時系列でＫＵＲＡ公開まで

1９
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合計 1,780 283 9２ ７ 2,162
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ＳＴＡＲＴ 2006年３月１０日

情報企画会蟻:設置要綱の承圏
＝附属図聲館がIRの担当に

2006年３月

､Spaceサーバのセットアップ
(業者）

2006年４月１日

情報企画係(新股)がKURA担当に

初期データ登録:論文データの
収築→許飴確麗→メタデータ
作成→登録(1点ずつ/一括登
録）1275件

年９月

Ｈ１７ＣＳＩ事業に採択される

2006年５月26日

図谷館委員会:運用指針の承認外注でPDF化する
把要の選定

2006年６月9日

情報企画会繊でお披露目デモ

2006年６月１２日KURA正式公開

2006年６月１６日

教育研究評繊会でお披露目デモ2005年１１月１８日

教育研究解職会でアナウンス

2006年６月20日ブレスリリース
2005年11月22日

シンポジウム｢これからの学術コ
ミュニケーション:電子ジャーナ

ルオープンアクセス.機関リポジ
トリ｣を実施

ＥＮＤ＆ＳＴＡＲＴ
回答率約50％

登録希望約8000件
論文最終稿あり約2500論文
*IRの核となるコンテンツ

ＫＵＲＡ登録用
データ
ＵＲＡ登録用RA登録用

2006年８月H18CSI事業開

鰯iii繍繍;鰯Ｉ

図２ＫＵＲＡ公開までのプロセス

ず，登録の候補となる教員別の論文リストの作成を

行った。この作業は，週３日出勤のアルバイトが担

当した。

第２回目のアンケート調査に際しては，ＩＲ構築は

学術コミュニケーションを改善するための世界的な

運動の一部である点を強調した説明リーフレットも

併せて配布した（図３）。近年，各大学とも大手出

版社の電子ジャーナル・パッケージの普及により，

学内からはそれほど不自由なく，海外の学術論文に

アクセスできるような環境が整いつつあるが，そう

いう状況では，かえってＩＲのメリットを説明する

ことが難しい。ＩＲを学内に定着させるには，多少面

倒でも，ＩＲが学術コミュニケーションの改善に役立

つことを説明し，教員を納得させる必要があるだろ

う7)。金沢大学の場合，上述の説明会及びアンケー

トに際しては，ＩＲそのものに対する大きな反対意見

は出されなかった。ただし，第２回アンケートに際

しては，著者最終稿の定義についてかなり多くの質

問が寄せられた8)。

【擾関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘはやわかり】

欄謁リポジトリ1劃可を目指すか？
図蜜館の"壮大な思い"にご支綴を

鮒2日圏谷魔

底ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ？聞き侭れ忽い鐵墨です.｢また断しい根文字か！｣というおＯＷの声が聞こえてきそうです．

力《この用鰯には図書館の抱く麓壮大な思いｗがiA8bられています。

辮鎗富ﾐﾆLニケーーションを変革しよう１

今も督も学術餓麓は.研究成果発汲の室蕊舞台ですが､近年`次のような墨衝竃が生まれています．

綴みたい綴麓が蕊めなくなる感錆畷

…'ｉｉｉﾃﾞｴi1j三i蝋鰯
６m…週

せっかく投稿した箇文なの'二大字で廟醗されていない(でさむいLこういった状浜が犀きてい承す｡この悪

輯琿を覇ら切り.鯖しい学術色ミューケーシヨンの流れを作ろう.それを実蕊するための夢の竃具(と期蒲さ

れているの)が撞閥ﾘﾎﾞｼﾞﾄﾘです．

②リポジトリ(R■pcsitDUyrというのは‘郡香的には．ｒ書庫｣といった泣味ですが．その鏑に．ｒ楓閏

(lnBt坑UtionB1)｣という曾藁がくっつくと愈嫌合いが変わって轡寵す.金狼大字射団図魯蝕が.現窪,段pHの準

侭を行っている『金沢大学檀関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ｣は.金沢大学の敏貝･院生等がOA笠･作成した２２文.赦材などを

醤積していくためのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の電子書庫です。

この電子魯庫に金玻大学翰闘の内専を持った電子的なﾖﾚｼｮﾝを溜め込んで.「無料で』全世界に発俄

しまし錫鰹というのが櫨麗ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ(通称lR)の基本ｺﾝｾﾌﾟﾄです．

金沢大学では皇ういう畷究成纂が生まれている！

このことをアピールするためのショーｳｨﾝﾄﾞｳとも獄えます。

＊

漣これまでも田子伸の紀要などを通じて学内の研究成果I*学外に艶駐されてさましたが.ＩＲＩ二８８文を登録

した鯛合.HaHK体の妃典とは桁違いの溝用竃が､I橘できます.ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの世界では｡Y画"o・Ｃｏｏ域｡と

いったサーチｴﾝｼﾞﾝを使った情報検撫を行う岳とが当たり前l率っていますが.ＩＲ用のﾌﾟﾛﾄｺﾙ'二従って

ｌＲサーバに登録することで.闘採の理囲でﾈｯﾄへの露出が増大します.金沢大学の研究成纂が.Goo81c

ScnoW．､国立傭綴字研究所とし､っ士.全世界をカバーするよう摩検索システムに｢ひっかかって｣来るように

なります．

3.3．初期データの登録と担当係の決定

2006年３月，2.1で述べたDSpaceを核としたシス

テムを導入した後9)，まず，登録可能な紀要論文か

ら作業を開始した。紀要については，金沢大学独自

でメタデータ及びＰＤＦを外注で作成したものに加

え，CiNiiに登録済のＰＤＦをNIIから提供してもら

い，初期データとした。この登録に関しては，一括

Z

図３アンケーート調査時に配布したリーーフレット

登録ソフトを使ってメタデータと共に登録した。

また，2006年３月の第３回検討委員会で，「金沢

大学学術`情報リポジトリＫＵＲＡ」という名称及び

2０

蕊

↓

2005年9月

Ｈ１７ＣＳＩ事業に採択される。

2005年10月
金沢大学機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘの在り方
に関する検肘委員会を設圃

2005年10月28日
第１回検討委員会：
スケジュールと方針の確駆



大学図書館研究LXXIX（2007.3）

ＩＲの設置要綱を決定し，今後，ＩＲの運用担当は，

附属図書館となることがオーソライズされた。
以上の結果，５３タイトルの紀要について登録希望

があることが確認され，２４タイトルについて可能な

号から電子化作業を開始した。

なお，３）と同時に，メタデータ及び全文ファイ

ルを一括でＫＵＲＡに登録するためのプログラムを

外注で作成し，４）と併せて一括登録を行った。

3.4．運用開始

平成18年度からは，新設された情報企画係（係

長１名，パート職員２名（うち1名は週３日出勤)。

ＩＲ専任ではなく，他業務と兼務）がＩＲの運用を担

当することとなった。平成18年度になってからは，

紀要論文の一括登録に加え，学術雑誌発表論文等の

著者最終稿等の収集を行い，６月１２日までに合計

1,275件のコンテンツを登録し，正式公開した。

また，その前後に，１情報企画会議，教育研究評議

会でのデモンストレーション及びプレスリリースを

行い，地元の新聞及びテレビ･ニュースで報道され
た。

以上のとおり，ＫＵＲＡの構築は，図書館職員が主

導しながらも，トップダウンの形で学内関係者の了

承を得ながら進めていった。この点が約１年という

短期間で，ほとんどゼロの状態からＩＲを構築する

ことのできた一番の理由である。

（２）学術雑誌発表済論文

学内紀要ほど簡単に登録することはできないが，

ＩＲの核となるべきコンテンツが学術雑誌発表済論文

である。ＫＵＲＡの場合，現在，プレプリントは未登

録で雑誌発表後の論文のみを登録している。初期デ

ータについては，以下の手順で収集を行った。

１）学内の業績ＤＢ中の論文データを担当部署から

CSVファイルで提供してもらった。

２）これに過去５年のエルゼビア社のScienceDi‐

rectへの投稿論文，国立国会図書館作成の雑誌記事

索引に収録されている論文情報を加えて教員別学術
論文リストを作成した。

３）このリストを紙媒体で各教員に送付し，①ＩＲ

登録希望，②電子媒体の有無を確認した。

４）ＩＲ登録希望のあった論文約8,000件の中で，電

子媒体が残っている約2,500件にターゲットを絞り，
IR登録の許諾状況を調査した。

５）その結果，登録希望があり，かつ登録可能だっ

た論文について著者最終稿を提出するよう，再度，
教員に連絡を行った。

4．運用の実際

ＫＵＲＡは，コンテンツ面でもシステム面でも改善

すべき点の多いＩＲである。逆にいうと最小限の機

能と内容のみで動いているシステムともいえる。こ

こでは，シンプルな形でＩＲを運用する事例として，

KURAの日常業務の流れを紹介する。

4.1．コンテンツの収集

4.1.1．初期コンテンツの収集

コンテンツをどのように収集するかは，ＩＲ構築の

ための最重要項目である。ＫＵＲＡの構築に当たって

は，以下のとおり初期登録用データを収集した。

4.1.2．今後の論文データの収集方法

初期登録用データについては，以上の手順で収集

を行ったが，今後，ＫＵＲＡの運用を日常業務化する

ために，以下の流れでコンテンツを収集することを

計画している。

（１）学内紀要

初期データとして，もっとも簡単にＩＲに登録で

きるコンテンツが，学内紀要である。これについて

は，以下の流れで収集を行った。

１）学内紀要リストをＯＰＡＣから作成

２）第１回アンケート調査として，学内各部局総務

係にリストを送り，①ＫＵＲＡ登録希望，②著作権

の所在が部局または編集主体にあるものを確認

３）①②を満たすものを電子化及びＫＵＲＡ登録の

候補とし，外注によってＰＤＦ及びメタデータの作

成を行った。

４）NIIのCiNiiに既にＰＤＦが登録されている紀要

については，NIIからメタデータ付きのＰＤＦファイ

ルを提供してもらった。

（１）論文送信フォームを使ったコンテンツ収集

電子メールの添付ファイルでコンテンッを送信し

てもらう場合，容量に制限があるため，図４のよう

な送信フォームを作成した。また，今後は，学内の

業績ＤＢから全文を送信できるようにシステムを改

修する予定である。これについては後述する。

（２）新着論文リストによるコンテンツ収集

送信フォームからの自主的な投稿を求める一方，

KURAの運用が軌道に乗るまでは，初期登録用デー

タの収集の場合同様，図書館で教員ごとに論文リス

トを作成し，それを該当教員に連絡し，コンテンツ

を送付してもらうという作業は続けざるを得ないと

考えている。その際，著者最終稿の残っている割合

の少ない過去の論文にまで遡ってリストを作成する
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Stageにかなりの全文ＰＤＦが登録されているので，

初期データとして，各学会の許諾を得た上でこれら

のデータをＩＲ用にコピー利用きせてもらうことも

考えてよいだろう。

なお，出版者が雑誌掲載版ＰＤＦの掲載を認めて

いる場合は，図書館で所蔵している雑誌の冊子体版

から自力でＰＤＦを作成することも考えられる。

鶴′ＫＵ＆;､:綴i灘if願iii譲纏鰯織
’１篇落名リーo『沁棄等のうTfLをj8;何の上『送l艶ｆ勤惹I項』てくりＬａ１

子自家学全尺汎亭四F十”Ｗ９からのみ鐵晶可鱗です(ＶＰ噸由でも可麗で可、

登録できるコゾテダノ仁或､てIzこちらをご覧下冨L、
‘猟.剣hF画鐘琶

＝へ－Ｕ＝n回ゴ単、＝テワＴｍ｡～冷一へLWH2奇異司弐rIU￥１回＋ｳーヅヨー

4.2.3．学内紀要

初期データとして登録した学内紀要類について

は，最新号が発行きれるたびにＫＵＲＡに随時追加

していく予定であるが,それ以外の紀要についても，

著作権に関する規程や運用の変更ができないかを各

部局に確認した上で，発行後，即座にＫＵＲＡに登

録できるタイトルを増やしていきたい。また，冊子

体ではなくＰＤＦ形式のファイルで提供してもらう

ことができないかを発行者に随時確認している。

紀要類のバックナンバーについては，著作権が編

集主体に委譲されているケースが少ないため，個々

の著者から許諾を得る必要がある。このことが紀要

の遡及的なＩＲ登録を遅らせている一番の理由であ

る。最新号については，著作権に関する規程のない

紀要の場合でも，比較的容易に著者から許諾を得る

ことができるので，ＩＲを立ち上げる際には，最新号

の電子化から着手し，遡及登録は後回しにする方が

良いだろう。

その他，ＣＯＥ報告書の中で登録許諾の得られた

ものの登録を行っている。科研費報告書，博士論文

についても登録計画に入っているが，コンテンツ中

に既に学術雑誌論文として発表済の内容を含む場合

があるなど，単純に登録できないことが多く，現在，

登録方針を検討している状況である'2)。

鰈薊臓凹潜

図４ＫＵＲＡへの原稿送信用フォーム

のではなく，商用データベースのアラート機能を使

って，金沢大学に属する教員の執筆した新着論文の

みを抽出している。このリストを定期的に教員に送

信し，その中の一部分でもＫＵＲＡに登録すること

を日常業務化することが当面の目標である。

4.2.1R登録の許諾の確認

4.1で収集したコンテンツ及び新着論文リストの

作成に当たっては，以下の手順でＩＲに登録できる

かどうかを確認している。

4.2.1．海外の学術雑誌論文

まず，海外出版者の著作権ポリシーを確認できる

サイトSHERPAlo)で各論文のＩＲへの登録可能性を

確認している。ＳＨＥＲＰＡに掲載されていない雑誌

については，出版者ホームページを確認し，場合に

よっては担当者に電子メールを送信して登録可能性

の確認を行っている。

海外の出版者の場合，著者最終稿の登録を認めて

いることが多いが，APS，ＩＥＥＥ等の学会系の出版

者については，雑誌掲載版ＰＤＦを登録可能な場合

もある。ＩＲ構築の際の初期データとして，こういっ

た雑誌掲載版PDFを使うことはかなり有効である。

4.3．ＰＤＦの作成

ＩＲ登録の許諾の確認後，ＫＵＲＡ登録用のＰＤＦを

準備することになる。平成１７年度に作成した初期

登録データの大部分は，紀要を外注でＰＤＦ化した

ものだったが，平成18年度になって収集した学術

雑誌の大部分は，図書館でＰＤＦを作成したもので

ある。ワープロ・ソフトで作成された著者最終稿を

ＰＤＦに変換する以外に，雑誌掲載版そのものを掲

載できるような場合は，冊子体から自力でＰＤＦ化

を行っている。近年，スキャナーの高』性能化と低価

格化が進んでいるので，一般事務室にあるようなス

キャナーでもほとんど問題なくテキスト付きＰＤＦ

を作ることが可能である。

4.2.2．国内学会誌論文

現在，国内ではＳＨＥＲＰＡに該当するサイトが十

分に整備されていないためu)，出版者に直接確認を

行っている。この作業は，ＩＲを運用している国内大

学のすべてに関する作業なので，早急に「日本版

SHERPA」が構築されることが望まれる。

国内学会については，海外の出版者に比べると，

著者最終稿よりも雑誌掲載版の掲載を認めるところ

が多い。学会誌については，NIIのCiNiiやJSTのJ‐
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4.4．コンテンツの登録

以上の手順で集めたデータについては，①個別登

録,②一括登録の２つの方法で登録を行っているが，
それに先立って，ＤSpace内のコミュニティとコレ

クションを設定しておく必要がある。コミュニティ

とコレクションというのは，ＤSpace内でデータを

階層的に組織化するためのデータモデルで，ＫＵＲＡ

では，まず，部局等に対応するコミュニティを作成

した後，その中に個別の紀要等に対応する複数のコ

レクションを作成し，実際のメタデータと全文ファ

イルを登録している。

5．課題の整理と展望

以上のとおり，ＫＵＲＡは，ＤSpaceの初期設定を

ほぼそのまま利用し，コンテンツについては，登録

を行いやすい紀要類を中心に収録している。ＫＵＲＡ

の課題は，システムについての課題とコンテンツに

ついての課題とに大別できるが，最終的には「コン

テンツの充実」という問題に収敵する。このことは，

ＫＵＲＡに限らず，ＩＲ一般に言えることである。

この「いかにコンテンツを増やすか」という課題

については，１．で述べた「ＩＲに何を登録するか」

という定義がまず問題となるが，ここではこの点に

ついては触れず，「学術雑誌掲載済論文を中心とし

たコンテンツをいかに増やすか」という問いに対す

る方策という観点からIＲ一般に共通する課題と展

望を整理してみた。基本的には，平成18年度のＣＳＩ

事業中で先駆的な研究開発事業を行う領域２のテー

マに対応する内容である。

4.4.1．個別登録

ＤSpaceの管理者用ＩＤでログインした後，登録す

るコレクションの画面に移り，当該論文の書誌事項

をメタデータ項目に対応させて登録する。その後，
全文ファイルをアップロードする。

登録後は，「http://hdLhandle・net/2297/nnnn

(2297はＫＵＲＡに対して付与される番号，ｎｎｎｎは

コンテンツごとに一意の番号)」という形で，論文

単位で一意に決まるハンドル名が自動的に付与され

る。ＫＵＲＡに登録された論文へのリンクを張る場合

は，このＵＲＬを使うことになる。

■方策１：コンテンツ登録にかかる教員の手間を増
やさない

ＩＲに登録するコンテンツ数を増やすためには，ま

ず，学内で既に運用されている業績ＤＢ等の類似デ

ータベースとの重複作業をなくし，教員の登録の手

間を増やさないことがポイントとなる'3)。

金沢大学では，平成18年度CSI事業領域２「業績

ＤＢとの連携」として，九州大学，早稲田大学と共

同で業績ＤＢとＩＲを連携させる仕組を検討してい

る。そこでは，次のような運用を予定している。

①業績ＤＢのインターフェイスからIＲに向けて全

文及びメタデータを個々の教員から送信してもら

う。この段階で業績ＤＢにメタデータは登録される，

②ＩＲに全文を登録可能か図書館で確認後，③登録

可能ならばＩＲに登録，不可能な場合はＩＲには未登

録とする，④業績ＤＢとIR登録済コンテンツとの間

にリンクを張る。

この両ＤＢ間のデータのやり取りについては，大

学によってシステムが違うため，完全に汎用的な仕

組を構築することは難しいが，基本的な考え方につ

いては，全国のＩＲのプロトタイプとなることを意

識した連携内容を検討している。

44.2．一括登録

金沢大学では，上述のとおり初期登録データ作成

時に，メタデータ及び全文ファイルを一括登録する

ソフトを外注で作った。これは，コレクション単位

に一括登録するものである。①ＣＳＶ形式の論文リ

スト，②メタデータの項目名を書いたルール・ファ

イル，③全文データを同一のフォルダー内に保存し

た上で，圧縮を行い，これをDSpaceサーバ上で解

凍後，一括して特定コレクションにメタデータと全

文ファイルを登録するものである。

平成18年度になってからは，学術雑誌掲載済論

文を中心に登録を行っているが,これらについては，

DOI（DigitalObjectldentifier，デジタルオブジェ

クト識別子)，キーワード，抄録，著作権の固定文

言といった，出版者ごとに独自の入力項目が多いた

め一括登録しにくい。そのため，学術雑誌論文の大

部分は１件ずつＫＵＲＡに登録している。

ＩＲについては，教員自らがメタデータと全文の登

録を行う，セルフ・アーカイビングを行うことが－

つの到達点ではあるが，こういった手続きを考える

と，現状では，図書館員が代行して登録する方が良

いと思われる。

■方策２：各種データベースとの連携によりＩＲの

有用`性を高める

ＩＲに登録されているコンテンツの利用を増やし，

その有用`性をアピールすることが，結果として登録

件数を増やすことに繋がる。ただし，ＩＲのデータは，

OAIsterやJuNiiからも検索可能と説明しても研究

者の認知度は低い。また，他のデータベースと併用
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方，既存の紀要を「学内発電子ジャーナル」に切り

換え，ＩＲをそのためのプラットフォームにしていこ

うという積極的な姿勢を取ることもできるだろう。

ＩＲについては，いろいろな解釈，いろいろな考え

を持った人がいるのが現状である。その中でIＲ振

興を行っていくには，コンテンツ登録が日常業務化

された「生きたIR」の事例を少しずつ増やし，その

存在感を地道に高めていくことが必要である。本稿

では，それに向けての一つのモデルを提示した。

ＩＲの運用は，従来の図書館業務と同様に地道なも

のだが，最先端の技術の上で世界の学術コミュニケ

ーションの流れを変えようという，ワールドワイド

でダイナミックな仕事でもある。単なるハードの導

入ではなく，新しい制度を作るような挑戦的な仕事

として，多くの大学図書館が連携を取りながら，積

極的にIR構築に取り組んでいくことを期待したい。

して利用してもらうのも非効率的である。ＩＲデータ

の有用'性をより高めるには商用データベースから各

ＩＲへのナビゲート機能が求められる。この点につい

ては，平成18年度CSI事業領域２「リンクリゾルバ

対応システムの開発」で検討中である。

■方策３：教員を納得させる広報活動を行う

金沢大学の場合，設立までの１年間はトップダウ

ンでIＲ振興を行ってきたが，継続的にコンテンツ

数を増やしていくためには，ポトムアップの活動が

不可欠である。２年目となる今年は，チラシ，粗品，

各部局での説明会，教員宛ダイレクトメール，昨年

度第２回アンケート調査結果の再送付等あらゆる機

会を利用した二巡目となる広報活動を行っている。

ＩＲの広報に際しては，教員が十分に納得してIＲ

構築に協力できるよう，大学がIＲを持つことの意

味を強くアピールする必要がある。そのためには各

大学単独で活動するだけではなく，全国の大学が連

携してIＲ全体の広報を行うことが有効である。そ

ういう意味からも，平成18年度CSI事業領域２「機

関リポジトリコミュニティの活性化」の活動の中か

ら生まれたＤＲＦ（DigitalRepositoryFederation)'4）

の活動に大きな期待を寄せたい。

注記・引用文献

１）ＫＵＲＡは，英文名“ェanazawaUniversity且eposi‐

ｔｏｒｙｆｏｒ△cademicResources，’から取った略称で

ある。

金沢大学附属図書館．“金沢大学学術情報リポジト

リＫＵＲＡ，，．（オンライン)，入手先くhttp://dspace

libkanazawa-u・acjp/dspace/>，（参照2006-11-28）

２）ＩＲの定義については次の２つが最もよく使われて

いる。

①クリフォード・リンチの定義「大学とその構成

員が創造したデジタル資料の管理や発信を行うた

めに，大学がそのコミュニティの構成員に提供す

る一連のサービス」

LynchCliffordA・InstitutionalRepositories:

EssentiallnfrastructureforScholarshipinthe

DigitalAge・ARLBimonthlyReport、226,2003．

（online)，availablefrom＜http://www・arLorg／

newsltr/226/ir・html>，（accessed2006-ll-28)．

②レイム・クロウの定義「ある機関の教員，研究

職員，学生により創造きれた知的生産物のディジ

タル・アーカイブで，その機関内外のエンド・ユ

ーザーにアクセス可能で，障壁があるとしても最

低限のものである｡」

Ｃrow，Ｒａｙｍ・TheCasefOrlnstitutionalReposito‐

ries:aSPARCpositionpaper．（online)，available

from＜http://www・arLorg/sparc/ＩＲ/irhtml＞，

（accessed2006-11-28)．（上記の翻訳版：クロウ，レ

イム（栗山正光訳)．機関リポジトリ擁護論：

ＳＰＡＲＣ声明書．（オンライン)，入手先くhttp://

www・tokiwa・acjp/~mtkuri/translations/case-fOr-i

rjptrhtml>）

■方策４：著作権をめぐる動きに対応する

ＩＲに登録するコンテンツを含め，近年は「生まれ

たときから電子媒体」というコンテンツが増えてき

ている。これらは，著作者の意図とは別に，生まれ

た瞬間に著作権法で保護されてしまう場合もある。

無料利用を原則とするＩＲにコンテンツを登録しよ

うという場合は，「ここまでは保護してもらう必要

はない。それよりは使ってほしい」といった著作権

を放棄する文言を明示する必要も出てくるだろう。

こういった点を含め，著作権の解釈を巡る世界的な

動向に絶えず目を向けた上で，著作権法のフェア・

ユースの範囲内で利用できるコンテンツ数を着実に

増やしていく必要がある。

6．おわりに：日常業務としての体制の確立に向け

て

今後，以上のような観点に目を配りながら，各大

学でIＲ構築を推進していくことになるが，日常業

務として，まだ完全に定着していない新規事業を現

在の図書館業務の中にどう位置づけていくかを考え

ることは難しい問題である。

常に業務の効率化の求められている現在，図書館

資料の電子化に伴って仕事量の減少する業務とIＲ

登録業務との調整をする必要があるだろう。その－
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3）ＫＵＲＡのシステム面の詳細については以下の文献

を参照されたい。

内島秀樹.ＤSpaceによる機関リポジトリの導入事

例：金沢大学学術情報リポジトリ．医学図書館,５３

(4),ｐｐ,397-403,2006.

4）国内のＩＲのメタデータの収集を行い，検索サービ

スを提供している国立`情報学研究所の「大学Ｗｅｂ

サイト資源検索:JuNii大学`情報メタデータ・ポータ

ル試験提供版」の通称。

“大学Webサイト資源検索：JuNii大学'情報メタデ

ータ・ポータル試験提供版，，．（オンライン)，入手先

くhttp://ju・nii・acjp/>，（参照2006-11-28）

5）ＫＵＲＡのメタデータの内容については，３）を参

照されたい。

6）世界中の700以上のＩＲのメタデータの収集を行い

検索サービスを提供しているミシガン大学のサイ

ト。

“OAIster,,．（online)，availablefromhttp://oais‐

terumdl・umich・edu/>，（accessed2006-11-28）

7）その他，以下のような形で広報活動を行った。

・橋洋平．金沢大学学術`情報リポジトリＫＵＲＡ公

開！：５分で分かる金沢大学学術`情報リポジトリ

ＫＵＲＡ、こだま：金沢大学附属図書館報，160,

2006,ｐｐ､4-7．（オンライン)，入手先くhttp://hdL

handle・net/2297/2151>，（参照2006-11-28)．

・橋洋平.金沢大学学術`情報リポジトリＫＵＲＡの概

要と今後の展望．第６回金沢大学データベースフ

ォーラム発表資料,研究会主催,2006．（オンライ

ン)，入手先くhttp://hdlhandle・net/2297/2369>，

（参照2006-11-28)．

8）「著者最終稿（雑誌掲載用にレイアウトされた出版

社版ではなく，投稿時に提出した査読後の著者原

稿)」という用語自体についての質問に加え，「雑

誌掲載版と違うものを登録するのは問題ではない

か」「引用する際はどうするのか」といった質問が

あった。

9）ＩＲを構築するには，以下のようなシステム的な準

備が必要である。

①ＯＡＩ－ＰＭＨについて知る。②データ・プロバイダ

となるためのソフトウェアを選ぶ。③ＩＲ用のサー

バの設置を行う。この際，ハンドル名を取得する

ための登録を行う。④ダブリンコアに従ってメタ

データを作成する。⑤ＩＲをOfficialOpenArchives

registryに登録後，ＯＡデータサービスプロバイ

ダ・リスト（TheUniversityofIllinoisOAI-PMH

DataProviderRegistry）に登録してもらう。⑥そ

の後，OAIsterに連絡するとハーベステイングが

始まる。⑦必要に応じて，OAIster以外のサービ

ス・プロバイダ（JuNii，GoogleScholar，Scirusな

ど）への登録申請を行う。詳細は以下のページを

参照されたい。

“InformationfOrpotentialDataProviders，，、ＯＡＩｓ－

ｔｅｒ．（online)，availablefi･ｏｍ＜http://oaister・ｕｍｄＬ

ｕｍｉｃｈｅｄｕ／ｏ／oaister／ｄａｔａｐｒｏｖｉｄｅｒｓ､ｈｔｍｌ＞，

（accessed2006-11-28)．

10）SHERPA．（online)，availablefrom＜http://www、

sherpaac・uk/>，（accessed2006-11-28）

11）国内学会に対する調査については，以下のものが

あるが，まだ不完全なものである。

“学協会著作権ポリシーデータベース,,．（オンライ

ン)，入手先くhttp://www・tulipstsukubaac・jp／
scpj/＞，（参照2007-04-25）

１２）ＫＵＲＡの広報活動を行った結果，学内の総合メデ

ィア基盤センターもDSpaceに関心を示し，ｅラー

ニング教材や観測データを登録するＤSpaceサーバ

をセンター独自で構築することになった。今後は，

業績ＤＢに限らず，学内の類似データベースとＩＲ

との間で役割分担をしながら，ＩＲを運用していく

必要があるだろう。

13）ＩＲへのコンテンツ登録に関してよくある教員の反

応が，「ＩＲの考え方については異論はないが…`忙し

い」というものである。その他，以下のような理

由でＩＲに登録を希望しない例があった。

・著者最終稿が残っていない

.「引用率アップ」だけではメリットを感じない。

・著書として発表済・発表予定なので登録を希望

しない（人社系に多い)。

・共著者が卒業生である場合，連絡を取れないケ

ースがあり，許諾が得にくい。

・他機関に著作権があり，許諾が得られない。

・自分で描いた画像をダウンロードされたくない。

14）“DigitalRepositoryFederation,，．（オンライン)，

入手先くhttp://drflib､hokudai・acjp/drf/index、

php>，（参照2006-11-28）

＜2006.11.30受理はしようへい金沢大学情報部,情
報企画係長＞
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金沢大学学術情報リポジトリＫＵＲＡの構築と課題

HASHLYohei

TheReportonbuildingKanazawaUniversityRepositoryforAcademicResources（ＫＵＲＡ）andits

problems

Abstract：TheKanazawaUniversityLibrarywentpubliconJune2006withtheKanazawaUniversity

RepositoryfOrAcademicResources（KURA).Thispaperreportsonthehistoryandcurrentoperationsof

KURA,laysoutissuesgenerallyfacedinoperatinginstitutionalrepositories,andoffersamodelofaninsti‐

tutionalrepositorythatissimpletooperate．

KanazawaUniversity／institutionalrepositories／ＤSpace／ＫＵＲＡ／bulletins／scholarlyperi‐Keywords：

odicals
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